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Village Topics

成
16
年
敬
老
会 

平 　
平
成
16
年
度
の
敬
老
会
が
９
月
12
日
（ 日）

能
津
小
学
校
体
育
館
、
９
月
19
日
（ 日）
加
茂

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
、
９
月
20
日
（ 月）
日
下
小

学
校
体
育
館
の
３
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
各
式
場
で
は
、
村
長
、
議
長
の
祝
辞
の

後
、
長
寿
、
白
寿
、
米
寿
、
金
婚
夫
婦
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
が
終
わ
る
と
、
保
育
園
児
や
小
学

生
に
よ
る
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
参
加

し
た
高
齢
者
の
方
々
は
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
他
に
も
、
部
落
ご
と
の
出
し
物
や

中
学
生
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
太
鼓
の
演

奏
な
ど
、
各
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
余

興
で
盛
り
上
が
り
、
ま
た
地
域
の
方
々
の

温
か
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
、
盛

大
な
敬
老
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
敬
老
会
に
出
席
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
も

で
き
な
か
っ
た
方
も
、
ま
す
ま
す
お
元
気

で
長
生
き
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

長
寿
者
名
簿

長
寿
者
名
簿

長 

寿田中
　
一
枝
　
　
　
女
（
能
津
地
区
） 

堀
地
　
　
秀
　
　
　
女
（
能
津
地
区
） 

　
岡
　
常
猪
　
　
　
女
（
日
下
地
区
） 

山
　
　
光
喜
　
　
　
女
（
日
下
地
区
） 

畠
山
　
糸
惠
　
　
　
女
（
能
津
地
区
） 

 

白 

寿
（
99
才
）

國
貞
　
亀
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

 

米 

寿
（
88
才
） 

　
田
　
信
雄
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

北
　
　
常
猪
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

山
中
　
雛
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

宮
　
千
鶴
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

森
澤
　
安
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

鎭
西
　
良
輔
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

　
橋
　
勝
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

門
田
喜
美
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

尾
　
　
芳
尾
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

森
下
由
志
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

森
　
　
　
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

武
山
　
重
子
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

矢
野
　
敏
道
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

横
山
　
仲
惠
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

戸
梶
　
時
美
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

中
山
喜
美
香
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

坂
本
　
亀
意
　
　
女
　
（
日
下
地
区
） 

田
村
　
榮
一
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

加
茂
地
区 

日
下
地
区 

能
津
地
区 

 

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。） 

　
102
才

　
102
才

　
101
才

　
100
才

　
100
才 
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Village Topics

（
結
婚
年
月
日
） 

金
婚
夫
婦
祝
福
名
簿

金
婚
夫
婦
祝
福
名
簿

谷
内
　
一
男
　
　
男
　
（
日
下
地
区
） 

山
岡
　
春
惠
　
　
女
　
（
加
茂
地
区
） 

田
村
　
徳
江
　
　
女
　
（
加
茂
地
区
） 

森
下
　
　
傳
　
　
男
　
（
加
茂
地
区
） 

中
野
　
重
續
　
　
男
　
（
能
津
地
区
） 

　
田
　
重
　
　
　
男
　
（
能
津
地
区
） 

大
藤
　
金
美
　
　
女
　
（
能
津
地
区
） 

筒
井
　
靜
惠
　
　
女
　
（
能
津
地
区
） 

熊
澤
　
榮
衛
　
　
女
　
（
能
津
地
区
） 

山
　
　
政
秋
　
　
男
　
（
能
津
地
区
） 

       

山
　
　
義
亀
　
　
民
子
　
　
　
Ｓ
29
・
４
・
８
（
日
下
地
区
） 

橋
本
　
　
昭
　
　
茂
子
　
　
　
Ｓ
29
・
１
・
４
（
日
下
地
区
） 

島
田
　
和
水
　
　
一
美
　
　
　
Ｓ
29
・
11
・
５
（
日
下
地
区
） 

戸
梶
　
正
郎
　
　
惠
子
　
　
　
Ｓ
29
・
７
・
21
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
敏
隆
　
　
定
子
　
　
　
Ｓ
29
・
１
・
９
（
日
下
地
区
） 

森
下
　
　
啓
　
　
恵
美
子
　
　
Ｓ
29
・
４
・
２
（
日
下
地
区
） 

矢
野
　
芳
臣
　
　
誠
　
　
　
　
Ｓ
29
・
１
・
23
（
日
下
地
区
） 

高
橋
　
義
守
　
　
美
恵
　
　
　
Ｓ
29
・
９
・
１
（
日
下
地
区
） 

矢
野
　
繁
張
　
　
路
子
　
　
　
Ｓ
29
・
２
・
１
（
日
下
地
区
） 

山
田
伊
勢
雄
　
　
イ
チ
子
　
　
Ｓ
29
・
１
・
20
（
日
下
地
区
） 

柏
井
　
秀
夫
　
　
幸
子
　
　
　
Ｓ
29
・
２
・
１
（
日
下
地
区
） 

永
野
　
昭
一
　
　
志
津
子
　
　
Ｓ
29
・
４
・
１
（
加
茂
地
区
） 

　
井
　
正
市
　
　
信
子
　
　
　
Ｓ
29
・
３
・
12
（
加
茂
地
区
） 

　
岡
　
幸
造
　
　
好
　
　
　
　
Ｓ
29
・
11
・
15
（
加
茂
地
区
） 

　
岡
　
和
雄
　
　
　
子
　
　
　
Ｓ
29
・
12
・
６
（
能
津
地
区
） 

　
岡
　
久
尚
　
　
安
子
　
　
　
Ｓ
27
・
１
・
16
（
能
津
地
区
） 

浜
田
　
忠
義
　
　
延
子
　
　
　
Ｓ
29
・
３
・
29
（
能
津
地
区
） 

中
村
　
倫
通
　
　
澄
子
　
　
　
Ｓ
29
・
12
・
22
（
能
津
地
区
） 

し
も
の
と
き  

ビ
ィ
ビ
ィ
ビ
ィ
ー
!!
 

も 

全
児
童
生
徒
に
防
犯
ブ
ザ
ー 

　
最
近
特
に
子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
る
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。 

 

「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
育
て
よ

う
」
と
い
う
合
い
言
葉
の
も
と
に
、
日
高
村

で
は
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
為
、
村
民

の
皆
様
の
ご
尽
力
の
お
陰
様
で
、
今
の
と
こ

ろ
子
ど
も
た
ち
へ
の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
万
一
の
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、
こ
の

た
び
村
内
の
全
学
校
の
児
童
生
徒
に
防
犯
ブ

ザ
ー
を
持
た
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
愛
称
は

『
ミ
オ
マ
モ
ル
ち
ゃ
ん
』
で
す
。 

　
子
ど
も
の
手
の
ひ
ら
に
か
く
れ
る
ほ
ど
の

玉
子
型
の
も
の
で
、
ひ
も
を
引
っ
張
る
と
電

池
で
強
烈
な
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
り
響
き
ま
す
。 

　
こ
れ
を
契
機
に
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
や

日
常
生
活
の
安
全
対
策
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま

す
よ
う
、
村
民
の
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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　平成16年10月15日。日高村が誕生して満50才を迎えます。日高村は、昭和
29年10月15日に、旧日下村、旧能津村、旧加茂村の東部分が合併して生まれ
ました。この節目の年にあたり、村の主な出来事を振り返ってみます。 

村の主な出来事 

昭和29年　　10月15日合併。人口7,926人

　　30年　　日高村佐川町学校組合教育委員会設立

　　31年　　日高村財政再建団体に指定

　　　　　　加茂中学校が高知県中学野球選手権大会準優勝

　　33年　　小村神社の金銅荘環頭大刀国宝に指定

　　34年　　財政再建のため競馬組合結成

　　35年　　岡花駅開設

　　36年　　日下川放水路隧道（西田）が完成

　　38年　　台風９号来襲で神母樋門が大破

　　　　　　日高村役場加茂支所が閉鎖

　　39年　　日下、能津、加茂の農協が合併

　　40年　　神母樋門改修補強工事竣工

　　41年　　村章制定、日高村役場新庁舎落成

　　　　　　能津中学校県中学ソフトボール大会で優勝

　　42年　　日高村商工会が設立、日高音頭誕生

　　43年　　県道柳瀬、越知線開通

　　44年　　県立日高養護学校開校

　　45年　　台風10号により千本杉の並木倒伏

　　　　　　日下駅無人駅化、バス路線廃止（沖名、能津）

　　46年　　能津名越屋沈下橋が完成

　　47年　　台風９号で神母樋門が故障、100ha冠水

　　48年　　仁淀消防組合ができ、役場内に常備消防配属

　　49年　　日高村農協会館、仁淀消防組合日高分署落成

　　50年　　能津第１、第２、鴨地小学校閉校し、能津小学校開校

　　　　　　台風５号で大災害（死者25名、家屋全半壊141戸）

　　　　　　能津へきち保育所が開所

　　51年　　東部保育園落成、佐川高校日下分校閉校

　　　　　　柱谷に仁淀川中央清掃組合ゴミ処理場が完成

　　　　　　台風17号で連年災害（床上浸水423戸）

　　52年　　日下川放水路トンネル工事着工

　　53年　　日下、能津中学校が閉校し、日高中学校開校

誕生から50年誕生から50年

旧日下村役場 

能津中　県ソフトボール大会優勝 

昭和50年台風５号災害 

日高中学校落成開校式 
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昭和54年　　日高中学校が高知県吹奏楽コンクールで金賞

　　　　　　日高村の花、木、鳥選定 

　　　　　　　（コスモス・ドウダンツツジ・シラサギ）

　　55年　　加茂、能津保育園舎、能津出張所新築落成

　　　　　　日下・加茂土地改良区発足、県営ほ場整備事業起工

　　56年　　日高中学校が高知県冬季中学サッカー大会で初優勝

　　57年　　日下川放水路トンネル竣工

　　58年　　日高中学校が県下中学春季バレーボール大会初優勝

　　59年　　日下小学校改築、日下川調整池工事着手

　　60年　　加茂中学校改築、日高村商工会新築　　　　

　　　　　　妹背―能津間の農免道路の舗装完成

　　61年　　ＮＨＫのど自慢開催（日高中体育館）

　　　　　　新日高音頭「ふるさと日高」誕生 

　　62年　　神母樋門改築工事竣工

　　63年　　柳瀬橋落成、JR日下駅改築、社会福祉センター落成

平成元年　　加茂小学校改築、能津公民館落成

　　　　　　第１回コスモス花文化フェスティバル開催

　　２年　　日高村連合青年団がよさこい祭り初参加

　　３年　　本郷多目的集会所（さんさん市）落成

　　４年　　日高村産業郷土資料館落成

　　５年　　第５回全国日高サミットが日高村で開催

　　６年　　県道谷地日下停車場線２車線化猿田まで完成

　　　　　　村制40周年記念式典で村民憲章制定

　　７年　　村福祉バス運行スタート

　　８年　　日高村総合運動公園落成、日下保育園が移転改築

　　９年　　視覚障害者養護老人ホーム「土佐くすのき荘」が開所

　　　　　　第１回全国こどもメダカフェスティバル開催

　　10年　　県民みどりのつどいが村運動公園周辺で開催

　　　　　　日高村保健センター、日下小学校プール落成

　　11年　　日下小学校体育館改築、村立図書館開館

　　12年　　特別養護老人ホーム「コスモスの里」が開所

　　　　　　岩目地ふれあいプラザ（公民館）新築

　　13年　　ＮＨＫのど自慢開催（日下小体育館）

　　　　　　能津地区若者定住住宅（夢団地）完成

　　　　　　全国社会人サッカー選手権大会開催

　　14年　　よさこい高知国体サッカー、ゴルフ競技開催

　　15年　　産廃住民投票が実施され、賛成多数で施設設置へ

　　16年　　佐川町・日高村合併協議会設置

日高村日高村

よさこい国体サッカー競技開始式 

日下川放水路トンネル貫通 

NHKのど自慢開催 

コスモス花文化フェスティバル 

春いちばんメダカまつり 
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－国民年金－ 
お問い合わせは  24－5112

年
金
受
給
者
の
み
な
さ
ま
へ
、

こ
の
よ
う
な
と
き
に
は
届
出
が
必
要
で
す

○
主
な
手
続
き 

・
誕
生
月
が
き
た
と
き
↓
年
金
受
給
権
者
現
況
届 

　
受
給
者
が
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
の
書
類
で
、
毎
年
誕
生
月
の
初
め
頃
に
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
提
出
期
限
を
過

ぎ
る
と
、
年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
誕
生
月
の
月
末
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
年
金
の
裁
定
請
求
を
し
て
か
ら
１
年
未
満
の
場
合
は
、
提

出
の
必
要
が
な
い
た
め
現
況
届
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。 

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
や
、
年
金
の
受
け
取
り
先
を
変
更
し

た
い
と
き
↓
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届 

　
支
払
機
関
を
変
更
す
る
場
合
は
、
金
融
機
関
の
証
明
印
を

受
け
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
↓
年
金
受
給
者
氏
名
変
更
届 

　
年
金
証
書
、
戸
籍
抄
本
（
ま
た
は
、
市
町
村
長
の
証
明
）

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
年
金
証
書
を
紛
失
・
き
損
し
た
と
き 

　
　
　
↓
年
金
証
書
再
交
付
申
請
書 

　
き
損
の
場
合
は
、
き
損
し
た
年
金
証
書
を
添
付
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

・
２
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き 

　
　
　
↓
年
金
受
給
選
択
申
出
書 

　
障
害
基
礎
年
金
と
老
齢
基
礎
年
金
と
い
う
よ
う
に
、
支
給

事
由
の
異
な
る
年
金
が
２
つ
以
上
重
複
し
て
発
生
し
た
場
合
、

原
則
と
し
て
い
ず
れ
か
１
つ
の
年
金
を
選
択
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
選
択
方
法
は
年
金
の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
相
談 

く
だ
さ
い
。 

・
受
給
者
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
↓
年
金
受
給
権
者
死
亡
届 

　
年
金
証
書
と
死
亡
を
確
認
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
と
生
計
を
同
一
に
し
て
い
た
遺

族
が
い
る
場
合
は
、
死
亡
届
に
合
わ
せ
て
、
未
支
給
年
金
・

保
険
給
付
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
未
支
給
の
年
金

が
あ
る
場
合
に
遺
族
に
支
払
わ
れ
ま
す
。
添
付
書
類
は
、
年

金
証
書
、
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
、
印
鑑
、
預
金
通
帳
な
ど
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

※
届
出
先
は
、
受
け
ら
れ
て
い
る
年
金
の
種
類
な
ど
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
な
お
、
い
ず
れ
の
手
続
き
も
代
理
人
が
行
う
場
合
に

は
、
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

     

　
老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
に
よ
り
雑
所
得
と
し
て
所
得
税
が
か

か
り
ま
す
（
障
害
年
金
・
遺
族
年
金
に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
）。

年
金
の
支
払
者
で
あ
る
社
会
保
険
庁
は
、
年
金
を
支
払
う
際
に
所

得
税
を
源
泉
徴
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
所
得
税
に
は
各

種
控
除
が
あ
り
ま
す
が
、
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、「
扶
養
親

族
等
申
告
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。 

　
社
会
保
険
庁
は
、
所
得
税
の
各
種
控
除
を
行
う
た
め
に
、
毎
年

11
月
中
旬
に
課
税
対
象
者
（
65
歳
未
満
で
年
金
額
が
108
万
円
以
上

の
方
、
65
歳
以
上
で
年
金
額
が
178
万
円
以
上
の
方
）
に
、
扶
養
親

族
等
申
告
書
（
は
が
き
）
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
扶
養
親
族
等
申

告
書
を
提
出
さ
れ
な
い
と
、
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
所
得
税
の

源
泉
徴
収
額
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
同
封
の
手
引
き
を
よ
く
読 

扶
養
親
族
等
申
告
書
は

 
 
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
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◎
国
民
年
金
保
険
料
は
翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
。
期
限
内

に
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

◎
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い
は
、
便
利
で
確
実
な
『
口
座

振
替
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 
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今
回
は
「
ビ
タ
ミ
ン
剤
」
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ
形

式
で
書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

Ｑ
１
　
ビ
タ
ミ
ン
剤
に
含
ま
れ
て
い
る
ビ
タ
ミ
ン

の
種
類
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ
　
ビ
タ
ミ
ン
は
大
き
く
分
け
て
水
溶
性
（
水
に

溶
け
る
）
ビ
タ
ミ
ン
と
脂
溶
性
（
油
に
溶
け

る
）
ビ
タ
ミ
ン
に
分
か
れ
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン

剤
に
含
ま
れ
て
い
る
水
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
と
し

て
は
、
ビ
タ
ミ
ン
B1
、
ビ
タ
ミ
ン
B2
、
ビ
タ

ミ
ン
B6
、
ビ
タ
ミ
ン
B12
、
ニ
コ
チ
ン
酸
ア
ミ

ド
、
パ
ン
ト
テ
ン
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ビ
タ
ミ
ン
は
、
過
剰

に
摂
取
し
て
も
尿
と
と
も
に
排
泄
さ
れ
や
す

い
性
質
を
も
つ
た
め
、
過
剰
症
を
起
こ
す
こ

と
は
ま
ず
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ
ミ

ン
剤
に
含
ま
れ
て
い
る
脂
溶
性
ビ
タ
ミ
ン
と

し
て
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｅ
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
ビ
タ
ミ
ン

は
、
油
に
溶
け
や
す
い
性
質
を
も
つ
た
め
、

体
内
に
吸
収
さ
れ
や
す
く
、
蓄
積
さ
れ
や
す

い
と
い
う
性
質
を
も
っ
て
い
ま
す
。
決
め
ら

れ
た
用
法
・
用
量
以
上
の
過
剰
摂
取
に
よ
る

副
作
用
が
問
題
と
な
る
の
は
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
と

Ｄ
で
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
過
剰
に
摂
取
し
て
も

過
剰
症
は
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

Ｑ
２
　
ビ
タ
ミ
ン
剤
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ

り
ま
す
か
？ 

Ａ
　
ビ
タ
ミ
ン
剤
に
は
、
あ
る
特
定
の
ビ
タ
ミ
ン

を
単
独
、
あ
る
い
は
２
種
類
程
度
を
主
に
配

合
し
た
ビ
タ
ミ
ン
主
薬
製
剤
と
呼
ば
れ
る
も

の
と
、
複
数
の
ビ
タ
ミ
ン
や
生
薬
成
分
な
ど

を
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
合
し
た
総
合
ビ
タ
ミ
ン

剤
が
あ
り
ま
す
。
肩
こ
り
、
口
内
炎
、
し
み
・

そ
ば
か
す
な
ど
、
あ
る
特
定
の
ビ
タ
ミ
ン
不

足
が
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
ビ
タ
ミ
ン
主
薬

製
剤
を
、
体
力
の
消
耗
時
、
食
生
活
に
か
た

よ
り
が
あ
る
時
な
ど
、
総
合
的
な
ビ
タ
ミ
ン

の
補
給
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
は
総
合
ビ

タ
ミ
ン
剤
を
用
い
る
よ
う
に
し
ま
す
。 

 

Ｑ
３
　
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
長
く
服
用
す
る
と
尿
路
結

石
が
で
き
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

本
当
で
す
か
？ 

Ａ
　
尿
路
結
石
の
７
割
は
シ
ュ
ウ
酸
が
体
内
で
カ

ル
シ
ウ
ム
と
結
合
し
て
シ
ュ
ウ
酸
カ
ル
シ
ウ

ム
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
き
ま
す
が
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
2000
㎎
服
用
し
た
時
に
体
内

で
生
じ
る
シ
ュ
ウ
酸
は
３
㎎
ほ
ど
で
す
。
日

常
的
に
食
品
か
ら
摂
取
す
る
シ
ュ
ウ
酸
は
１

日
あ
た
り
38
㎎
と
い
わ
れ
、
ホ
ウ
レ
ン
草
（
生
）

１
束
中
の
シ
ュ
ウ
酸
は
約
600
㎎
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
か
ら
生
じ
る
シ
ュ
ウ

酸
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
。
尚
、
シ
ュ
ウ
酸
が

結
石
と
な
る
に
は
、
シ
ュ
ウ
酸
が
尿
路
系
に

多
量
に
行
く
こ
と
、
尿
中
に
カ
ル
シ
ウ
ム
が

異
常
に
多
い
こ
と
、
尿
が
酸
性
に
な
る
こ
と

な
ど
色
々
な
条
件
が
必
要
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
は
安
全
性
が
高
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
用

法
・
用
量
ど
お
り
服
用
し
て
い
る
限
り
は
、

こ
の
よ
う
な
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

Ｑ
４
　
ほ
か
の
薬
を
一
緒
に
飲
ん
で
も
よ
い
で
す

か
？ 

特
に
、
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
て

い
る
場
合
、
市
販
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
を
自
分
の

判
断
で
服
用
し
て
も
良
い
で
す
か
？ 

Ａ
　
ビ
タ
ミ
ン
B6
と
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
治
療
薬
の

レ
ボ
ド
パ
を
一
緒
に
服
用
す
る
と
、
レ
ボ
ド

パ
の
代
謝
が
促
進
さ
れ
、
作
用
が
弱
ま
り
、

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
が
悪
化
す
る
な
ど
治
療
に

影
響
を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ビ

タ
ミ
ン
剤
も
薬
で
あ
り
、
飲
み
合
わ
せ
が
問

題
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
治
療
の

た
め
何
ら
か
の
薬
を
飲
ん
で
い
る
人
は
、
ビ

タ
ミ
ン
剤
を
服
用
す
る
前
に
医
師
ま
た
は
薬

剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

ビタミン剤 

み
正
し
く
記
入
の
上
、
必
ず
提
出
期
限
（
毎
年
12
月
初
旬
）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
前
年
の
申
告
内
容
に
変
更
が
な
い
方
に
つ
い
て
も
提
出
が
必
要

で
す
。 

《年金にかかる税金の仕組み》 

社会保険庁（社会保険業務センター） 

税
務
署 

源泉徴収票の送付 
毎年１月下旬 

老齢年金受給者のうち、源泉徴収される方 
　受け取る年金額が108万円以上（65歳以上の方は 
　178万円以上）の方

老 齢 年 金 受 給 者 

扶養親族等 
申告書の送付 
毎年11月中旬 

扶養親族等 
申告書の提出 
提出期限： 
　毎年12月初旬 

支払年金額 
＝年金支給額 
－所得税額 
－介護保険料額 

納
税 
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シ
リ
ー
ズ
同
和
問
題
・ 
シ
リ
ー
ズ
同
和
問
題
・ 

⑩ 

答
申
か
ら
思
う
こ
と
・
② 

 

　
同
和
対
策
審
議
会
答
申
か
ら

４
年
後
の
１
９
６
６
年
７
月
、

国
は
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に

同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
を

公
布
し
、
答
申
を
基
に
し
た
取

り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
そ
れ
か
ら
37
年
後
の
２
０

０
２
年
３
月
、
最
終
の
特
別
措

置
法
が
失
効
し
ま
し
た
。 

　
は
た
し
て
そ
れ
は
、
同
和
問

題
の
解
決
を
意
味
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。 

　
確
か
に
そ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
放
置
さ
れ
て
き
た

被
差
別
地
区
の
生
活
環
境
等
は
、

徐
々
に
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
で
は
、
人
々
の
意
識
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。 

　
同
和
問
題
の
解
決
に
は
、
放

置
さ
れ
て
き
た
環
境
等
の
改
善

と
共
に
、
差
別
に
対
す
る
正
し

い
認
識
と
理
解
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
為
に
、
人
々
の
意
識
に
訴

え
か
け
る
様
々
な
取
り
組
み
が

さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ

差
別
意
識
を
な
く
す
ま

で
に
は
、
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。 

　
逆
に
一
部
で
は
、
環

境
改
善
等
に
対
し
て
の

ね
た
み
意
識
や
、
逆
差

別
と
い
っ
た
考
え
が
新

た
に
広
が
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
意
識
に
対

し
て
の
取
り
組
み
が
、

い
か
に
難
し
い
か
を
表

し
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
実
態
的
な
面

と
心
理
的
な
面
が
複
雑
に
絡
ん

で
い
る
差
別
意
識
を
、
完
全
に

な
く
し
て
こ
そ
同
和
問
題
の
解

決
に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
に
思

い
ま
す
。 

 

     

２
０
０
４
年
の
今
、
こ
の
答
申

を
読
み
、
改
め
て
そ
う
思
い
ま

し
た
。 

 

「Ｈｉｓｔｏｒｙ」「Ｈｉｓｔｏｒｙ」

次
の
お
話
を
最
後
と
し
て
、

今
回
で
、︻
シ
リ
ー
ズ
同
和
問

題
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
編
︼
を
、

終
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
特
別
措
置
法
は
終
わ
っ
た
け
れ
ど
、
部
落
差
別
は
終
わ
っ
て
な
い
で
す
よ
。
結
婚
や
就
職
な
ど
、

そ
う
い
っ
た
時
に
姿
を
見
せ
ま
す
…
今
で
も
。 

　
そ
れ
は
、
本
や
映
画
の
中
だ
け
の
話
で
は
な
く
て
、
私
た
ち
の
近
く
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
仮
に
、
身
の
周
り
で
差
別
が
な
く
て
も
、（
も
ち
ろ
ん
、
な
い
こ
と
が
正
し
い
こ
と
で
す
が
。）

『
差
別
は
自
分
と
関
係
な
い
こ
と
だ
か
ら
…
』
と
は
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
現
実
に
差
別
が
あ
る

今
、
自
分
と
は
関
係
な
い
と
思
う
こ
と
は
、
そ
の
人
が
差
別
に
向
き
合
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。 

　
も
し
差
別
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
差
別
と
闘
っ
て
く
だ
さ
い
。

『
い
っ
し
ょ
に
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
。』
と
い
う
気
持
ち
が
、
そ
し
て
み
ん
な
が
自
分
の
問
題
と
し
て

考
え
る
こ
と
が
、
差
別
を
な
く
す
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。 

　
今
、
一
番
思
う
こ
と
は
、
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
達
の
笑
顔
を
、
曇
ら
せ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
世
に
誕
生
し
、
一
生
懸
命
に
生
き
て
い
る
姿
を
見
な
が
ら
、
そ
う
思
い
ま
す
。
差
別
が
な

け
れ
ば
思
う
必
要
の
な
い
こ
と
で
す
よ
ね
。 

　
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
為
に
、
何
が
で
き
る
の
か
を
私
達
み
ん
な
が
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
行

動
を
起
こ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
、
差
別
は
そ
っ
と
し
て
お
い
て
も
、
な
く
な
り
ま
せ
ん
よ
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
長
い
間
、

差
別
に
苦
し
ん
で
き
た
人
々
が
い
る
こ
と
、
そ
し
て
２
０
０
４
年
の
今
も
、
差
別
に
苦
し
ん
で
い
る

人
が
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　
み
ん
な
が
差
別
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
理
解
し
、
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
、
行
動
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
私
達
の
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。」 

﹁
部
落
差
別
が
あ
る
か
ぎ
り
、

積
極
的
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
﹂



─広報ひだか10月号─　（8）（9）　─広報ひだか10月号─

地域教育だより
日高村教育委員会

第３回 日高村地域教育推進協議会より
　９月８日（水）に、第３回の地域教育推進協議会が開かれました。 
　今回は、日高村のマップづくりを通して、いろいろな角度から日高村を見てみました。初めにグループに分か
れて、日高村の地図上に、神社や祭り、子どもが遊べる公園、桜の名所、珍しい動植物、文化財、などなどを各
自の思いつきで書き込んでいきました。 
　次にそれぞれのグループがどのようなテーマで書き込んでいったのかを発表し合いました。さらに今後どのよ
うな形にまとめていくのかを話し合い、テーマごとに分けて、場所と名前だけでなく説明を加える、子どもたち
に伝えていきたいものやことがらを次回までに聞き取りをしていくことになりました。また、ビデオや写真など
伝統行事などの資料も残しておくことになりました。 

あ
い
さ
つ
標
語  

優
秀
作
品
！

あ
い
さ
つ
標
語  

優
秀
作
品
！

あ
い
さ
つ
標
語  

優
秀
作
品
！

あ
い
さ
つ
標
語  

優
秀
作
品
！

あ
い
さ
つ
標
語  

優
秀
作
品
！

あ
い
さ
つ
標
語  

優
秀
作
品
！

９月の「もっと元気にあいさつ月間」の取り組みの一つとして、あいさつ標語の募集を行いました。 
応募総数416（173人）、と多くの方からご応募いただき、この運動も盛り上がりました。 
たいへん、ありがとうございました！　以下のみなさんが、優秀作品として役員会で選ばれました。 

あいさつで   つくる人の和   地域の和 （九頭　馬場　惇さん） 

おはようで はじまるえがお 大切に

あいさつは こころのとびらの あいことば

あいさつは こころをつなぐ おくりもの

おはようと あいさつ交わす 通学路

大空に ひびけあいさつ 高らかに

あいさつで もうできちゃった お友達

あいさつは だれでもできる おくりもの

（日下小２年　上田みずきさん） 

（日高中１年　青木千佳さん） 

（日高中１年　竹中太良さん） 

（能津小４年　宮地勝利さん） 

（加茂小６年　堀岡知世さん） 

（加茂中１年　徳弘紗久良さん） 

（日下小５年　坂本知世さん） 

【最優秀賞】 

優
秀
作
品 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

だれに聞いたらえい
ろうねえ。 
知っちゅう人マップ
もいいねえ。 

なくなりかけている、消えかけてい
るものやことがらに注目し、子ども
たちに伝えていきたいけど、できた
マップは、学校以外でも使ってもら
えるとえいね。 

地域の語り部に言い伝
えなどの聞き取りもし
たいねえ。 

昔はあったけど、今はないも
のなんかのマップがあったら、
おもしろいと思わん？ 

テーマが決まったら、それぞれ
のマップの情報を広報なんかで
募集してもえいねえ。 テーマ別にマップを

作ってみたいね。 
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日
下
小
と
の

交
 
流

　
今
年
も
北
一
地
区
水
泳
記
録
会
に
能
津
小
は
４
年
生
か

ら
参
加
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
経
験
で
少
し
緊
張
し
て
い

た
４
年
生
で
し
た
が
、
頑
張
っ
て
泳
ぎ
き
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
行
っ
て
い
る
日
下
小
学
校
と
の
交

流
、
今
年
は
能
津
小
に
日
下
小
の
３
年
生
が
来
て
く
れ
ま

し
た
。
予
定
し
て
い
た
日
が
台
風
の
た
め
に
ず
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

水
泳
記
録
会 能津小学校能津小学校能津小学校

学校だより

水
泳
記
録
会

４
年
　
安
生
　
芽
衣 

　
９
月
９
日
（ 木）
、
私
た
ち
は
北
一
水
泳
記
録
会

に
行
き
ま
し
た
。
私
は
自
分
が
出
る
５
年
生
女

子
50
ｍ
自
由
形
の
少
し
前
か
ら
、
だ
ん
だ
ん

き
ん
ち
ょ
う
し
て
き
ま
し
た
。
相
手
は
み
ん
な

５
年
生
な
の
で
、（
最
後
に
な
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
、
彩
香
ち
ゃ
ん
は
２
位
、
勝
利
君
は
１
位
、

私
は
４
位
ぐ
ら
い
や
っ
た
ら
い
い
の
に
…
）
心

配
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
お
な
か
が
い
た

く
な
っ
て
、
何
度
も
ト
イ
レ
に
行
き
ま
し
た
。 

  

と
う
と
う
私
の
番
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
ス

タ
ー
ト
台
に
上
が
る
と
、
も
う
お
な
か
は
い
た

く
な
く
な
り
ま
し
た
。「
よ
う

い
！
パ
ー
ン
！
」
ピ
ス
ト
ル
が

な
っ
て
と
び
こ
み
ま
し
た
。
私

は
何
も
考
え
ず
に
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
泳
ぎ
ま
し
た
。
タ
ー

ン
の
時
、
み
ん
な
の
応
え
ん
が

聞
こ
え
ま
し
た
。
ま
た
、
力
が

出
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ゴ
ー

ル
と
同
時
に
ま
わ
り
を
見
ま
し

た
。（
だ
れ
も
、
い
な
い
。
は

ぁ
、
最
後
に
な
っ
た
が
や
…
）

少
し
、
が
っ
か
り
し
な
が
ら
み

ん
な
の
所
に
帰
っ
た
ら
「
芽
衣
ち
ゃ
ん
す
ご
い
！

１
位
や
っ
た
で
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
び

っ
く
り
し
ま
し
た
が
本
当
で
し
た
。
５
年
生
全

部
の
中
で
も
６
位
に
な
れ
た
の
で
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。 

 

 100  
ｍ
リ
レ
ー

４
年
　
宮
地
　
勝
利 

　
１
人
目
の
翔
君
が
、
ど
ん
ど
ん
近
づ
い
て
き

ま
す
。
ぼ
く
は
、
だ
ん
だ
ん
本
気
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。（
い
く
ぞ
！
）
翔
君
が
タ
ッ
チ
し
た

し
ゅ
ん
間
、
と
び
こ
み
ま
し
た
。
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
に
が
ん
ば
っ
て
、
１
人
お
い
ぬ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
雅
都
君
に
タ
ッ
チ
し
て
ま
わ

り
を
見
た
ら
、
だ
れ
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
３

人
ぬ
い
て
い
た
の
に
気
が
つ
い
て
、
や
っ
た
ー

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
急
に
力
が
ぬ
け
ま

し
た
。 

　
３
人
目
の
雅
都
君
も
が
ん

ば
り
ま
し
た
。
か
も
小
の
人

と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
ア
ン
カ

ー
の
た
か
と
し
君
が
と
び
こ

み
ま
し
た
。
プ
ー
ル
の
ま
ん

中
で
ぬ
か
れ
そ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
た
か
と
し
君
は
そ

こ
か
ら
ぐ
ん
ぐ
ん
の
び
て
、

１
組
目
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。 

　
来
年
は
、
も
し
か
し
た
ら
男
子
は
リ
レ
ー
に

出
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
出
ら
れ
た

ら
、
今
年
よ
り
も
が
ん
ば
る
ぞ
と
思
い
ま
し
た
。 

     

日
下
小
と
の
交
り
ゅ
う

３
年
　
青
木
　
梨
穂 

　
今
日
、
９
月
10
日
に
日
下
小
の
３
年
生
が

能
津
小
に
来
ま
し
た
。
私
た
ち
の
勉
強
を
見
た

り
、
社
会
で
調
べ
た
こ
と
を
発
表
し
あ
っ
た
り

し
ま
し
た
。
日
下
小
の
発
表
の
紙
に
は
、
絵
も

か
い
て
い
た
の
で
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た

で
す
。 

　
給
食
も
い
っ
し
ょ
に
食
べ
ま
し
た
。
勝
利
君

が
２
分
ぐ
ら
い
で
食
べ
終
わ
っ
た
の
で
日
下
小

の
人
も
私
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
勝
利
君
は

日
下
小
の
だ
れ
か
と
、
は
や
く
食
べ
る
き
ょ
う

そ
う
を
し
て
い
た
み
た
い
で
す
。 

　
昼
休
み
は
日
下
小
の
女
の
子
（
名
前
を
聞
く

の
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
）
と
遊
び
ま
し
た
。
何

人
か
で
一
輪
車
を
し
ま
し
た
。
日
下
小
の
人
も

上
手
だ
っ
た
の
で
、
私
が
「
一
輪
車
上
手
や
ね

ー
。」
と
思
わ
ず
言
う
と
、「
う
ん
。」
と
う
れ

し
そ
う
に
こ
た
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
後
、
そ
う
じ
の
時
間
に
草
引
き
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
運
動
場
が
と
て
も
き

れ
い
に
な
っ
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

今
日
は
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た
日
下

小
の
人
に
来
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。 

 

日
下
小
の
３
年
生
が
来
た

３
年
　
池
田
　
柾 

　
ぼ
く
は
お
と
と
い
の
夜
か
ら
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
。 

（
中
　
略
） 

　
ぼ
く
が
作

っ
た
地
図
を

使
っ
て
能
津

の
し
ょ
う
か

い
を
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、

「
何
か
し
つ

も
ん
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。」

と
言
っ
た
ら
、

日
下
小
の
だ

れ
か
が
手
を
あ
げ
て
「
四
社
神
社
は
何
年
前
か

ら
あ
る
ん
で
す
か
。」
と
聞
き
ま
し
た
。
ぼ
く

は
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
「
分
か
り
ま
せ
ん
。」

と
言
い
ま
し
た
。
今
度
、
調
べ
た
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
つ
ぎ
の
し
つ
も
ん
は
「
何
で
白
い
も

の
を
も
っ
て
お
ど
る
ん
で
す
か
。」
で
し
た
。

こ
れ
も
分
か
ら
な
い
の
で
、
ま
た
「
分
か
り
ま

せ
ん
」
と
言
う
と
、
笠
原
先
生
が
教
え
て
く
れ

た
の
で
、
ぼ
く
は
な
る
ほ
ど
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
つ
ぎ
に
、「
き
り
山
茶
園
の
せ
ん
風
き
み

た
い
な
の
は
何
で
す
か
。」
と
聞
か
れ
た
の
で
、

ぼ
く
が
「
し
も
が
お
り
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。」
と
言
う
と
、
日
下
小
の
人
も

よ
く
分
か
っ
た
よ
う
で
し
た
。 

（
中
　
略
） 

　
昼
休
み
は
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
遊
び
ま
し

た
。
そ
の
時
は
、
い
つ
も
よ
り
い
っ
ぱ
い
ボ
ー

ル
を
と
り
ま
し
た
。
と
っ
た
ボ
ー
ル
は
自
分
で

な
げ
る
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
日
下
小
の
人
に
わ
た

し
て
あ
げ
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
人
数
が
多
か
っ

た
の
で
、
と
て
も
あ
て
や
す
か
っ
た
で
す
。
能

津
小
で
あ
ん
な
に
大
ぜ
い
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を

し
た
の
は
、
は
じ
め
て
だ
っ
た
の
で
す
ご
く
楽

し
か
っ
た
で
す
。 
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InformationInformation

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

総務課
24－5111
税務課
24－5112
企画課
24－5113
建設課
24－5114
教育委員会
24－5115
議会事務局
24－7777
産業振興課
24－4647
健康福祉課
24－7851
東部福祉館
24－5440
東部児童館
24－5604
能津支所
24－5141
改良区
24－5202
開発公社
24－5331

く・ら・し・の 

情報 
く・ら・し・の 

情報 

高
知
県
植
物
誌

調
査
に
つ
い
て

　
平
成
16
年
10
月
１
日
か
ら
吾
川
郡
伊

野
町
、
同
郡
吾
北
村
及
び
土
佐
郡
本
川

村
が
廃
さ
れ
、
そ
の
区
域
を
も
っ
て
「
い

の
町
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

「
高
知
地
方
法
務
局
伊
野
支
局
」
の
庁

名
を
「
高
知
地
方
法
務
局
い
の
支
局
」

に
変
更
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
町
村
合
併
に
伴
い
、
不
動
産

登
記
記
録
の
所
在
欄
及
び
会
社
・
法
人

登
記
簿
の
本
店
・
主
た
る
事
務
所
欄
の

記
載
に
つ
い
て
は
、
法
務
局
に
お
い
て

職
権
で
変
更
し
ま
す
。 

　
な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
所
有
者
等

の
住
所
に
つ
い
て
は
、
変
更
登
記
が
あ

っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
特

に
変
更
登
記
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

 
お
問
い
合
わ
せ
先 

　
高
知
地
方
法
務
局
総
務
課 

　
　
　
０
８
８
｜
８
２
２
｜
３
３
３
１ 

日
本
全
国
ど
こ
の
現
場
で
も

建
退
共
制
度
!!

〈
建
設
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ
〉 

★
申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す
！
（
加
入
時
に
経
費
は

か
か
り
ま
せ
ん
） 

★
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま
す
！ 

★
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一
部
を
補
助
し
ま
す
！ 

〈
建
設
現
場
で
働
く
み
な
さ
ま
へ
〉 

★
建
退
共
の
手
帳
を
持
っ
て
い
ま
す
か
？ 

★
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
通
算
し
て
計
算

さ
れ
ま
す
！ 

★
加
入
者
還
元
の
た
め
の
宿
泊
割
引
・
レ
ン
タ
カ
ー
割
引

等
の
提
携
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
建
退
共
高
知
県
支
部

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
　
０
８
８
｜
８
８
２
｜
６
１
８
１ 

独
立
行
政
法
人  

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構  

建
退
共

高
知
県
支
部 

　
建
退
共
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
退
職
金
の
試
算

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　 

http://w
w
w
.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/

建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
退
職
金
は 

安
全
・
確
実
・
有
利
な 

「
建
退
共
制
度
」
を
お
す
す
め 

　
高
知
県
立
牧
野
植
物
園
で
は
、

平
成
13
年
度
か
ら
７
年
計
画
で
「
高

知
県
植
物
誌
」
の
作
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。「
高
知
県
植
物
誌
」

と
は
、
絶
滅
危
惧
植
物
か
ら
道
ば

た
に
生
え
て
い
る
植
物
ま
で
高
知

県
内
に
生
育
す
る
す
べ
て
の
植
物

の
目
録
で
、
植
物
を
研
究
す
る
際

や
植
物
の
種
類
の
変
化
を
調
べ
る

際
の
基
礎
資
料
と
し
て
大
変
重
要

な
も
の
で
す
。
こ
の
植
物
誌
を
作

成
す
る
た
め
、
植
物
園
職
員
と
そ

の
他
の
調
査
員
（
調
査
時
に
は
植

物
園
が
配
布
し
た
緑
の
腕
章
を
着

用
し
て
い
ま
す
）
が
、
県
内
全
域

で
現
地
調
査
（
植
物
採
集
）
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
各
地
域
の
皆

様
に
は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

法
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
17
年
度

訓
練
生
募
集

高
知
地
方
法
務
局
伊
野
支
局
の
庁

名
変
更
及
び
町
村
合
併
に
伴
う
登

記
手
続
き
に
つ
い
て 

　
県
立
中
村
高
等
技
術
学
校
で
は
、

平
成
17
年
度
鉄
骨
建
築
科
訓
練
生

を
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。 

 

訓
練
科
名
　
鉄
骨
建
築
科 

訓
練
期
間
　
１
年 

募
集
人
員
　
20
名 

募
集
期
間 

　
平
成
16
年
11
月
１
日
〜 

　
　
　
平
成
16
年
11
月
30
日 

試

験

日
　
平
成
16
年
12
月
10
日 

応
募
資
格 

高
校
卒
業
者
（
平
成
17
年
３
月

卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）
又
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有

す
る
も
の
で
、
40
歳（
平
成
17

年
４
月
１
日
現
在
）
以
下
の
者 

 

　
詳
細
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
高
知
県
立
中
村
高
等
技
術
学
校 

　
中
村
市
具
同
５
１
７
９ 

　
　
０
８
８
０
｜
３
７
｜
２
７
２
３ 
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乳
幼
児
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
次
の

通
り
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る

方
は
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
対
象
者 

　
日
高
村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
予
防
接

種
当
日
①
②
の
内
、
本
人
が
接
種
を
希
望

す
る
方
。 

①
65
歳
以
上
の
方
。 

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
に
重
い
病
気
の
あ
る
方
。

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
方
） 

○
実
施
期
間 

　
平
成
16
年
10
月
１
日
〜 

　
　
　
　
　
平
成
17
年
２
月
28
日 

※
公
費
負
担
で
接
種
で
き
る
の
は
、
右
記

の
１
回
だ
け
で
す
。 

※
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
開
始
時
期
が
遅

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電

話
で
問
い
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
実
施
医
療
機
関 

　
全
て
の
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
医
療

機
関
に
電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
さ
れ
、
接

種
日
時
等
を
確
認
の
上
、
健
康
保
険
証
を

持
参
し
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
近
隣
の
市

町
村
で
は
左
記
の
医
療
機
関
で
実
施
し
て

い
ま
す
。 

○
接
種
料
金
（
自
己
負
担
金
） 

　
１
、
０
０
０
円 

※
「
生
活
保
護
受
給
者
」
の
方
は
、
自
己

負
担
金
免
除
証
明
書
を
持
参
す
れ
ば
自

己
負
担
金
が
免
除
と
な
り
ま
す
の
で
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る
前
に
必
ず
証
明

書
を
取
り
に
来
ら
れ
て
く
だ
さ
い
。
接

種
後
に
証
明
書
を
医
療
機
関
に
提
出
さ

れ
て
も
、
免
除
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で

御
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
免
除
対
象
の
方
は
、
日
高
村
保
健
セ
ン

タ
ー
迄
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
予
防
接
種
の
効
果
は
、
接
種
後
２
週
間

か
ら
５
ヶ
月
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
例
年
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
ピ
ー

ク
は
１
月
か
ら
２
月
で
す
の
で
、
流
行
す

る
前
の
12
月
中
に
は
接
種
を
受
け
て
お
く

こ
と
が
よ
り
効
果
的
で
す
。 

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
　
２
４
｜
７
８
５
１ 

　
平
成
16
年
11
月
11
日
（ 木）
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
乳
児
健
診
（
生
後

３
ヶ
月
〜
８
ヶ
月
児
対
象
）
を
都
合
に
よ
り
11
月
４
日
（ 木）
に
変
更
致

し
ま
す
。 

　
対
象
乳
児
の
保
護
者
の
方
に
は
１
ヶ
月
前
頃
に
、
案
内
文
書
を
送

付
し
ま
す
の
で
確
認
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

◎ 実施医療機関 ◎ 

日高クリニック

　　24 －4003 

柳瀬診療所

　　088 －897 －0311 

さくら病院

　　088 －893 －5111 

仁淀病院

　　088 －893 －1551 

田村外科

　　088 －893 －5712 

関田病院

　　088 －893 －0047 

高北病院

　　22 －1166

種　別 望ましい接種時期 回　　数 窓口 接種料金 

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー  

　 

２
４
｜
７
８
５
１ 

結核予防法改
正により平成
17年４月１日
からツベルク
リンは廃止、
直接BCG接種
となります。 

村では、感染症の予防と重症化の予防を目的として予防接種を行っています。 
乳児健診変更
のお知らせ

ポリオ 

ツベルクリン 

BCG

三種混合（百日
せき・ジフテリア・
破傷風） 

風疹 

麻疹（はしか） 

日本脳炎 

２回
※１回目と２回目の間は、６
週間以上間隔をあけます。 

１回 

１期初回：３～８週間の間隔 
　　　　　をあけて３回
１期追加：１回
※１期３回目終了後、12ヶ月 
　～ 18ヶ月の間に接種する。 

１回 

１回
※幼児については、麻疹接種
の後に行うことを原則と
します。 

１期初回：１～４週間の間隔 
　　　　　で２回
１期追加：１回　
※１期初回２回目の接種終了
後１年は間隔をあける。 

生後３～18ヶ月の乳幼児 

生後３～12ヶ月の乳幼児 

ツベルクリン反応陰性の乳幼児 

１期初回：生後３～12ヶ月 
　　　　　の乳幼児
１期追加：１期初回終了後、 
　　　　　12ヶ月～18ヶ月 
　　　　　の乳幼児 

生後12～15ヶ月の乳幼児 

生後12～36ヶ月の乳幼児 

１期初回：３歳～４歳の 
　　　　　幼児
１期追加：４歳～５歳の 
　　　　　幼児 
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近
年
の
食
生
活
の
欧
米
化
、
過
食
、
外
食
の
増
加
、

運
動
不
足
、
過
労
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活
習
慣
が

動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
肥
満
・
糖
尿

病
・
高
血
圧
を
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
は
高
脂
血
症
が
悪
化
し
、

動
脈
硬
化
が
進
行
し
た
末
に
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
高
脂
血
症
と
動
脈
硬
化
の
し

く
み
を
中
心
に
高
脂
血
症
公
開
講
座
を
開
催
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
高
脂
血
症
に
つ

い
て
の
知
識
を
深
め
ら
れ
、
日
々
の
生
活
習
慣
を
見

直
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
特
に
検

診
な
ど
で
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
が
高
か

っ
た
方
な
ど
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

日
　
時
　
10
月
24
日
（ 日）  

午
前
９
時
〜
午
後
２
時 

場
　
所
　
い
の
町
立
伊
野
公
民
館 

内
容
／
講
師 

★
血
圧
測
定 

★
高
脂
血
症
に
つ
い
て
　
　
内
科
医
師
　
竹
原
紀
秀 

★
高
脂
血
症
の
食
事
療
法
に
つ
い
て 

昼
食
に
は
低
脂
肪
食
を
召
し
あ
が
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
　
　
　
　
管
理
栄
養
士
　
新
谷
美
智 

★
運
動
療
法
に
つ
い
て
　
理
学
療
法
士
　
藤
本
雄
治 

★
薬
物
療
法
に
つ
い
て
　
　
　
薬
剤
師
　
宮
崎
英
典 

参
加
料
　
米
一
合
・
500
円 

申
込
み
　
仁
淀
病
院
総
務
係
ま
で 

　
　
　
　
　 

０
８
８
｜
８
９
３
｜
１
５
５
１ 

そ
の
他
　
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
い
で
て
く
だ
さ
い
。 

主
　
催
　
仁
淀
病
院
い
き
い
き
健
康
教
室 

　
　
　
　（
代
表
　
新
谷
美
智
） 

information

平
成
17
年
度
仁
淀
地
区
国
民
健
康
保
険

病
院
組
合
職
員
募
集
要
項

﹁
有
害
ご
み
﹂
の

  

出
し
方
に
つ
い
て

高
脂
血
症
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

●
そ
の
ま
ま
割
ら
ず
に
役
場
、
支
所
、

公
民
館
等
の
回
収
箱
へ
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

●
ボ
タ
ン
電
池
、
ニ
カ
ド
電
池
は
収

集
出
来
ま
せ
ん
。（
カ
メ
ラ
、
時

計
店
、
量
販
店
等
の
回
収
箱
に
お

返
し
く
だ
さ
い
。） 

●
購
入
時
、
蛍
光
管
の
ダ
ン
ボ
ー
ル

は
捨
て
な
い
で
と
っ
て
お
く
と
便

利
で
す
。 

チェックポイント正しい有害ごみの出し方

◎蛍光管は購入時のダンボー
ルケースなどの容器に入れ
たうえ村指定袋に入れて回
収箱へ出してください。 

有害ごみ

鏡 

蛍光管・白熱灯 

筒型乾電池 水銀体温計 

１
　
受
付
期
間 

平
成
16
年
10
月
４
日
（ 月） 

か
ら
平
成
16
年
11
月
１
日
（ 月） 

ま
で

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。
郵
送
分
に
つ
い
て
は
、
11
月

１
日
の
消
印
有
効
と
し
ま
す
。 

２
　
試
験
内
容 

第
一
次
試
験
　
教
養
（
介
護
員
）、
専
門
（
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
）、 

　
　
　
　
　
　
作
文
（
共
通
） 

第
二
次
試
験
　
面
接
、
健
康
診
断 

３
　
試
験
日
時 

第
一
次
試
験
　
平
成
16
年
11
月
12
日
（ 金）  

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら 

第
二
次
試
験
　
第
一
次
試
験
日
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

４
　
試
験
場
所
　
仁
淀
病
院
大
会
議
室 

５
　
合
格
発
表
日 

第
一
次
試
験
合
格
発
表
日 

　
　
平
成
16
年
11
月
18
日
（ 木）  

第
二
次
試
験
合
格
発
表
日
は
第
二
次
試
験

日
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

６
　
募
集
職
種
、
応
募
資
格
等 

　
別
表
の
と
お
り 

７
　
採
用
予
定
日
　
平
成
17
年
４
月
１
日 

８
　
提
出
書
類 

①
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
応
募
職
種
を

明
記
の
こ
と
）、
②
成
績
証
明
書
（
最
終

学
歴
）、
③
免
許
証
等
資
格
を
証
明
で
き

る
も
の
の
写
し 

９
　
そ
の
他 

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

仁
淀
病
院
総
務
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

（
〒
７
８
１
｜
２
１
９
７
　 

　
　
　
吾
川
郡
い
の
町
１
３
６
９ 

　
　
０
８
８
｜
８
９
３
｜
１
５
５
１
） 

採用職種 

看護師 
 
 

介護員 

採用予定人員 

若干名 
 
 

若干名 

年　　齢 

昭和44年４月２日
以降に生まれた者 

 
昭和44年４月２日
以降に生まれた者 

学　　歴　　等 

看護師資格を有する者（平成16年度国家試
験合格見込みの者を含む） 

学校教育法による高等学校を卒業したもの
で介護福祉士又はヘルパー２級以上の資格
を有する者（平成17年３月31日までに資格
を取得する見込みの者を含む） 

別表 

※ガラス・ガラス食器などのガラスくずは不燃ごみの日に出して
ください。（有害ごみの回収箱には入れないでください） 



─広報ひだか10月号─　（12）（13）　─広報ひだか10月号─

information

生
ご
み
電
動
処
理
機

購
入
補
助
金
に
つ
い
て

お
わ
び

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
補
助
金

に
つ
い
て

　
村
で
は
、
な
お
一
層
の
生
ご
み

の
減
量
化
の
推
進
及
び
堆
肥
と
し

て
の
資
源
化
を
図
る
た
め
、
予
算

の
範
囲
内
で
生
ご
み
電
動
式
処
理

機
の
購
入
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

補
助
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

１
　
補
助
対
象
者 

①
日
高
村
の
住
民
基
本
台
帳
、
又

は
外
国
人
登
録
票
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
。 

②
住
所
、
又
は
居
住
地
に
て
処
理

機
を
設
置
し
維
持
管
理
が
で
き

る
方
。 

③
処
理
機
か
ら
排
出
さ
れ
る
堆
肥

化
物
を
処
理
で
き
る
方
。 

２
　
補
助
額 

　
処
理
機
購
入
費
（
消
費
税
込
み
）

に
２
分
の
１
を
乗
じ
た
額
（
１
、

０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
と
し

限
度
額
を
３
０
、
０
０
０
円
と
し

ま
す
。 

３
　
申
請
方
法 

　
補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
健

康
福
祉
課
に
申
請
用
紙
が
あ
り
ま

す
の
で
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
必

要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
予
算
に
限
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
定
員
に
達
し
次
第

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

処
理
機
を
購
入
後
、
領
収
書
を
添

付
し
、
健
康
福
祉
課
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
補
助
決
定

前
に
購
入
さ
れ
た
処
理
機
は
補
助

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　
生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
の

防
止
と
快
適
な
生
活
環
境
の
創
造

を
図
る
た
め
、
設
置
者
の
方
に
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
し
て
い
ま
す
。 

１
　
補
助
対
象 

①
村
長
の
定
め
る
地
域
（
村
内
） 

②
買
主
が
決
ま
っ
て
い
な
い
建
売

住
宅
、
貸
家
住
宅
等
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。
個
人
住
宅
の
み

が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

２
　
補
助
額 

　
５
人
槽
　
３
５
４
、
０
０
０
円 

　
７
人
槽
　
４
１
１
、
０
０
０
円 

　
10
人
槽
　
５
１
９
、
０
０
０
円 

　
補
助
限
度
額
は
５
１
９
、
０
０

０
円
と
す
る
。
予
算
の
範
囲
内
で

補
助 

３
　
受
付 

　
随
時
（
健
康
福
祉
課
） 

　
　
２
４
｜
７
８
５
１ 

（敬称略：順不同） 

次回の
献血日程
（予定）

●日時 平成16年11月25日（木）
●場所 日高村役場前
●時間 ９：30～12：30
    13：30～15：30

 住 所 等 氏　名 住 所 等 氏　名 住 所 等 氏　名 住 所 等 氏　名  
江 尻  
奥 ノ 谷  

〃 
〃 

中 村  
大 橋 東  

〃 
〃 

県 住  
〃 
〃 
〃 
〃 

折 月  
折 月 南  
福 良  
鍛 冶 屋 南  

〃 
西 田  
駅 前  

〃 
大 橋 西  
妹 背  

〃 

妹 背  
梅 ヶ 坂  

〃 
〃 
〃 

柏 井  
大 和 田  

〃 
〃 
〃 

宇 井  
〃 
〃 
〃 

井 峯  
馬 越  

〃 
大 川 内  

〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

大 川 内  
〃 
〃 

猿 田  
〃 

田 福  
〃 
〃 
〃 
〃 

岩 目 地 西  
〃 
〃 

岩 目 地 東  
下 ノ 谷  

〃 
平 野  

〃 
〃 
〃 

望 ヶ 丘  
九 頭  

〃 
柱 谷  

本 村  
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

夢 団 地  
〃 
〃 

高 知 市  
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 
〃 

南 国 市  
佐 川 町  

〃 
〃 

土佐山田町 
 

安岡　千春 
三宮　勝彦 
三宮　力子 
門田　龍一 
戸梶　哲男 
井上　高光 
岡林　正浩 
刈谷　美春 
片岡　博幸 
近藤　繁蔵 
野田　祥史 
松岡　美雪 
片岡　典子 
片岡　重吉 
井上　慧子 
渋谷　和政 
矢野千津子 
武市　　功 
秋本　智弥 
森下　洋司 
田内　孝幸 
大川　博之 
青木　　康 
戸梶　博正 

矢野　弘子 
中山　　寛 
中山　拓馬 
片岡　和幸 
中山　恵介 
松岡　隆久 
大和田博光 
安岡留理子 
山本　裕司 
坂本　昌総 
柏井　伸太 
渋谷　桃恵 
柏井　康志 
渋谷　輝男 
山中　康男 
矢内　幸保 
横山　富茂 
森下　政代 
西森　誠一 
柏井　義富 
井上　健児 
山本　牧主 
柏井　松美 
渋谷ひとみ 

大崎　康成 
大崎　江美 
門田　鈴子 
矢野　孝明 
佐藤まどか 
中村　和久 
新川　弘明 
大橋　　修 
浜田　征幸 
中村　　正 
川瀬　　康 
川瀬　富貴 
北添一二美 
藤岡　利幸 
奥本美千代 
山中　みち 
吉岡　修一 
鎌倉　正吉 
藤田　　浩 
藤田　　妙 
岡林　寿子 
正岡　　忠 
岡林　永典 
畠山智寿子 

廣井　裕士 
廣井　啓太 
下元誠一郎 
田村　竹市 
北添　雄誠 
田村　誠幸 
下元　和子 
青木　智恵 
福田　竜太 
小田　真也 
西森　省雄 
今西　啓太 
大西　幸太 
田村洋一朗 
梶原　　潤 
篠原雄太郎 
北村　伊代 
下司　雄士 
大山　雄生 
大山　　諒 
岡村　光子 
藤原あさ子 

 
他　10名 

 

８月22日（日）実施献血に
 ご協力ありがとうございました

　
２
０
０
４
年
９
月
号
の
中
で
、

不
快
な
思
い
を
与
え
る
文
章
表
現

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
慎
ん
で
お
わ
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。 



─広報ひだか10月号─　（14）（15）　─広報ひだか10月号─

池野いちび選 

ひ
だ
か

 
 
俳
壇

 

門
田
の
ぶ
子 

○
一
人
居
の
日
課
と
な
り
し
昼
寝
か
な 

夏
は
疲
れ
が
は
げ
し
く
、
夜
は
寝
苦
し
い
の

で
睡
眠
不
足
と
な
る
。
日
々
の
仕
事
を
こ
な

し
て
い
く
た
め
に
は
午
睡
を
と
る
こ
と
に
よ
っ

て
体
力
を
回
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

特
に
今
年
の
猛
暑
に
お
い
て
は
尚
更
で
あ
る
。 

 

川
瀬
　
晴
恵 

○
日
盛
を
遊
び
盛
り
の
子
が
通
る 

夏
の
一
日
の
う
ち
で
、
最
も
暑
い
盛
り
の
正

午
か
ら
三
時
ご
ろ
ま
で
の
間
を
日
盛
と
い
う
。

地
上
の
す
べ
て
の
も
の
は
炎
天
に
さ
ら
さ
れ
、

万
物
が
息
を
ひ
そ
め
て
い
る
よ
う
な
中
を
行

く
少
年
。
厚
さ
に
も
め
げ
な
い
、
た
く
ま
し

い
少
年
を
〝
遊
び
盛
り
の
子
〞
と
表
現
し
た
。 

 （
右
の
二
句
と
句
評
は
前
月
号
へ
掲
載
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
手
違
い
が
あ
っ
た
た
め
、

今
月
号
へ
載
せ
ま
し
た
。） 

 

南
部
記
代
子 

雲
間
よ
り
居
待
月
の
影
見
え
し 

女
郎
花
長
め
に
活
け
て
月
を
待
つ 

 

伊
野
部
哲
也 

老
犬
の
首
輪
に
絡
む
秋
の
草 

空
席
の
目
立
つ
電
車
の
秋
扇 

 

岩
村
　
紗
智 

満
月
が
松
に
か
か
り
て
過
ぎ
て
ゆ
く 

焼
き
畑
の
煙
の
ぼ
り
て
夏
ゆ
き
ぬ 
 

浜
田
　
博
子 

さ
り
げ
な
き
会
釈
に
添
ひ
し
秋
の
風 

首
筋
に
や
や
そ
れ
ら
し
き
秋
の
風 

ひ
ざ
か
り 

森
下
　
花
子 

古
里
の
藁
打
石
を
照
ら
す
月 

鬼
や
ん
ま
来
て
戸
を
叩
く
昼
の
店 

 

橋
詰
登
志
子 

虫
の
音
に
囲
ま
る
吾
が
家
に
退
院
す 

台
風
を
外
に
病
後
を
こ
も
る
日
々 

 

濱
田
　
　
幸 

雲
走
り
月
も
走
る
か
夜
半
の
風 

神
仏
に
二
百
十
日
の
事
無
き
を 

 

門
田
の
ぶ
子 

つ
ら
さ
れ
て
活
き
よ
き
秋
刀
魚
買
ひ
に
け
り 

敬
老
会
行
く
か
止
め
ろ
か
迷
ひ
を
り 

 

柏
井
　
皓
子 

も
う
一
度
月
を
見
て
よ
り
消
灯
す 

写
生
す
る
親
子
の
顔
に
滝
し
ぶ
き 

 

片
岡
　
幸
枝 

初
盆
や
父
追
ふ
如
く
逝
き
し
母 

庭
に
来
る
小
鳥
に
名
前
つ
け
て
待
つ 

 

川
瀬
　
晴
恵 

月
の
庭
娘
を
送
り
出
て
叉
話
す 

雲
切
れ
て
娘
の
住
む
方
に
上
る
月 
 

北
添
　
正
子 

盆
終
え
て
元
の
リ
ズ
ム
に
戻
り
を
り 

市
の
物
秋
の
色
し
て
売
ら
れ
を
り 

 

島
田
　
　
瞳 

鉄
橋
を
濁
流
横
切
る
月
明
か
り 

盆
の
月
父
寂
し
い
と
電
話
来
る 

 

鎮
西
　
美
緒 

ふ
と
踏
み
て
は
る
か
の
揺
れ
る
葛
か
づ
ら 

女
郎
花
か
た
む
き
添
ひ
し
水
子
像 

 
中
村
　
梅
子 

み
の
虫
の
簑
よ
り
覗
く
時
の
あ
り 

会
釈
し
て
浮
か
ば
ぬ
名
前
秋
暑
し 

 

中
山
　
美
根 

花
火
師
の
消
へ
て
花
火
の
上
り
け
り 

十
五
夜
を
仰
ぐ
時
だ
け
我
も
澄
む 

 

池
野
い
ち
び 

朝
顔
の
五
つ
の
角
に
あ
る
力 

梅
鉢
の
紋
よ
り
墓
を
洗
ひ
け
り 

記
念
植
樹
の
苗
木
プ
レ
ゼ
ン
ト

証明用電気計器（子メーター）の
有効期限が過ぎていませんか？

　
伊
野
地
区
森
と
緑
の
会
が
緑
の
募
金
運
動

の
一
環
と
し
て
、「
記
念
樹
の
す
す
め
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
。 

　
こ
の
事
業
は
、
記
念
植
樹
を
す
る
個
人
・

団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
、
記
念
樹
の
苗
木
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の
で
、
申
し
込
み
方
法
な

ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

☆ 

樹
種

次
の
も
の
の
中
か
ら
希
望
の
も
の
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。 

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
、
オ
オ

シ
マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ド
ウ
ダ
ン

ツ
ツ
ジ
、
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
ケ
ヤ
キ
、
ナ

ン
テ
ン
、
ニ
シ
キ
ギ
、
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
、

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
ク
チ
ナ
シ 

☆ 

申
し
込
み
方
法
等

●

官
製
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
（
団
体
名
）、

電
話
番
号
、
ど
う
い
う
記
念
か
簡
単
な
コ

メ
ン
ト
を
記
入
し
、
伊
野
地
区
森
と
緑
の

会
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

●

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
、
活
動
内
容
・

植
樹
の
目
的
及
び
樹
種
本
数
、
植
栽
場
所

も
併
せ
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。 

●

配
布
本
数
は
、
個
人
に
つ
い
て
は
、
一
人

一
本
と
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

●

配
布
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
内
容
を
検
討

の
う
え
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

●

い
ず
れ
の
場
合
も
、
数
量
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

ご
希
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

☆ 

配
布
日
・
配
布
場
所

配
布
先
決
定
後
、
当
選
者
に
の
み
、
ハ

ガ
キ
に
て
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

連
絡
の
な
い
場
合
は
、
ご
希
望
に
添
え

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

☆ 

申
し
込
み
期
限

　
平
成
16
年
10
月
18
日
（ 月）
必
着 

☆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
８
１
｜
２
１
１
０ 

吾
川
郡
い
の
町
１
３
８
１
番
地 

　
伊
野
林
業
事
務
所
内 

　
　
伊
野
地
区
森
と
緑
の
会 

　 

０
８
８
｜
８
９
３
｜
３
６
１
２ 

FAX 

０
８
８
｜
８
９
３
｜
０
４
６
４ 

　証明用電気計器（子メーター）とは、貸ビル、アパー
ト、市場等で一括して電力会社に支払った電気料金を、
電気の使用量に応じて配分するために使用されているも
ので、計量法で次のように定められております。 
・「検定か自主検査に合格したもの」「有効期限内のもの」
でないと使用できません。 

・計量法に違反した子メーカーを使用すると、計量法に
よって罰則を科せられることがあります。 

・国、都道府県知事または特定市町村の長の“立入検査
等”があります。 

証明用電気計器ご使用の皆さまへ 

財団法人四国電気保安協会　高知支部　伊野事業所 
〒 781-2110　吾川郡いの町 3801
　　088 －893 －3703　FAX 088 －893 －3753

（検定ラベル） （適合ラベル）

（封印キャップ） （封印キャップ）

検定に合格したもの 自主検査に合格したもの
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日高村の人口 

日高村の交通事故発生状況 

珍鳥・迷鳥・常連さん！

高知の鳥の話

④ 

シ
ラ
サ
ギ

  

　
日
高
村
で
仕
事
を
し
始
め
て
９
年
、
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
村
の
鳥
の
こ
と
だ
。
高
知
県
の
鳥

は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
ヤ
イ
ロ
チ
ョ
ウ
、
そ
し
て
日
高
村
の
鳥

は
シ
ラ
サ
ギ
。
こ
ん
な
話
が
出
る
た
び
に
私
は
ど
こ
と
な
く
落

ち
着
か
な
い
気
持
ち
が
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
物
事
を
き
ち
っ

と
整
理
し
な
い
と
い
け
な
い
変
に
几
帳
面
な
性
格
も
加
わ
り
、

白
黒
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
い
気
持
ち
が
し
て
き
て
な
ら
な
い
。 

　
そ
の
理
由
は
、
簡
単
な
こ
と
だ
。
シ
ラ
サ
ギ
と
い
う
鳥
は
い

な
い
か
ら
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
羽
が
白
い
サ
ギ
の
総
称
だ
か

ら
で
あ
る
。 

　
で
は
、
日
高
村
内
で
見
ら
れ
る
シ
ラ
サ
ギ
を
あ
げ
て
み
る
と
、

一
年
中
見
ら
れ
る
、
一
番
小
さ
く
て
足
の
指
が
黄
色
い
コ
サ
ギ
。

彼
ら
の
え
さ
の
取
り
方
は
非
常
に
お
も
し
ろ
い
。
足
で
水
草
な

ど
を
揺
ら
し
て
驚
い
て
飛
び
出
し
て
き
た
生
き
物
を
捕
ま
え
食

べ
る
の
で
あ
る
。
な
か
な
か
の
知
恵
の
持
ち
主
だ
。 

　
コ
サ
ギ
よ
り
も
、
も
う
少
し
大
き
い
チ
ュ
ウ
サ
ギ
、
こ
れ
は
主

に
夏
場
に
見
ら
れ
、
草
地
で
え
さ
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。 

　
夏
場
に
は
ア
マ
サ
ギ
も
集
団
で
田
な
ど
で
見
ら
れ
る
が
、
こ

の
サ
ギ
は
白
い
羽
の
中
に
部
分
的
に
か
き
色
の
羽
が
入
っ
て
い

る
。
夏
の
終
わ
り
に
冬
羽
に
な
る
と
コ
サ
ギ
や
チ
ュ
ウ
サ
ギ
と

同
じ
よ
う
に
白
く
な
り
、
足
の
指
の
黄
色
（
コ
サ
ギ
）
や
黄
色

い
く
ち
ば
し
の
先
端
の
黒
色
（
チ
ュ
ウ
サ
ギ
冬
羽
）
で
区
別
し

な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。 

　
そ
の
ほ
か
水
辺
に
は
大
き
な
ダ
イ
サ
ギ
も
見
ら
れ
る
。
ダ
イ

サ
ギ
に
は
さ
ら
に
チ
ュ
ウ
ダ
イ
サ
ギ
と
冬
場
に
見
ら
れ
る
オ
オ

ダ
イ
サ
ギ
と
い
う
亜
種
が
あ
り
、
こ
の
最
も
大
き
な
オ
オ
ダ
イ

サ
ギ
が
冬
に
運
動
公
園
の
前
の
遊
水
池
な
ど
に
や
っ
て
く
る
。

こ
の
鳥
は
ア
オ
サ
ギ
（
灰
色
と
白
の
大
型
の
サ
ギ
）
よ
り
も
少

し
大
き
く
足
の
も
も
の
部
分
が
黄
色
っ
ぽ
い
の
で
、
チ
ュ
ウ
ダ

イ
サ
ギ
と
の
区
別
は
し
や
す
い
。 

　
こ
の
他
に
も
シ
ラ
サ
ギ
に
は
、
ま
だ
何
種
類
か
あ
る
。
総
称

で
も
村
の
鳥
に
違
い
は
な
い
。
す
べ
て
の
白
い
サ
ギ
が
村
の
鳥

だ
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
ん
な
く
だ
ら
な
い
こ
と
で
悩
ん
で
い
る

私
だ
が
、
ど
こ
に
で
も
い
る
白
い
サ
ギ
を
見
た
と
き
、
こ
の
話

を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
。
　
　
　
　（
武
） 

＊写真は、繁殖期に美しい飾り
羽を身につけたダイサギ 

ごめい福をお祈りいたします

（以上平成16年９月15日迄届出分） 

お誕生
おめでとうございます

（以上平成16年９月15日迄届出分） 

読
書
の
秋
を

た
の
し
も
う
！

戸梶　忠司（父）　和代（母） 
　　一　花（いちか） 
　　　　　　Ｈ16．８．６　小村 
大川　健輔（父）　純子（母） 
　　　遼　（りょう） 
　　　　　　Ｈ16．９．３　岩目地西 
福田　竜太（父）　由美（母） 
　　大　河（たいが） 
　　　　　　Ｈ16．９．６　夢団地 

氏　名 

武政　貞樹 

寺田千津子 

伊東　英文 

鍋嶋　絹子 

澁谷万壽猪 

谷口　正士 

竹田美重子 

死亡年月日 

Ｈ16.８.16

Ｈ16.８.23

Ｈ16.８.24

Ｈ16.８.29

Ｈ16.８.26

Ｈ16.９.７

Ｈ16.９.12

年齢

83才

81才

50才

94才

87才

71才

87才 

部落名 

望 ヶ 丘 

西田三班 

長 山 田 

北 込 山 

父　　原 

長 山 田 

石　　田 

   

　
暑
か
っ
た
夏
も
終

わ
り
、
過
ご
し
や
す

い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
時
に
は
、
図
書

館
で
本
を
読
ん
で
み

る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
？ 

　
日
常
を
離
れ
て
、
本
の
中
の
さ
ま
ざ

ま
な
世
界
へ
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

せ
ん
か
。
読
書
は
心
の
冒
険
で
す
。
本

の
扉
を
開
け
る
と
そ
こ
は
異
国
で
あ
っ

た
り
、
海
底
で
あ
っ
た
り
、
宇
宙
で
あ

っ
た
り
、
現
実
と
似
た
よ
う
な
世
界
で

あ
っ
た
り
。
心
を
飛
ば
し
て
未
知
の
世

界
へ
探
検
に
で
か
け
ま
し
ょ
う
。
ど
ん

な
本
を
選
ぶ
か
は
あ
な
た
の
自
由
で
す
。

　
10
月
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー
や
ホ
ラ
ー
、

恋
愛
も
の
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
別
で
、
お

す
す
め
の
本
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

（
大
人
の
本
） 

　
10
月
27
日
〜
11
月
９
日
は
、
秋
の
読

書
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
本
の
世
界

を
た
の
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

 

◎
図
書
館
で
は
、
日
高
村
に
関
す
る
本

（
水
害
・
歴
史
・
お
祭
り
や
史
跡
な

ど
）
を
探
し
て
い
ま
す
。
寄
贈
し
て

い
た
だ
け
る
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。 

◎
お
家
に
借
り
た
ま
ま
忘
れ
て
い
る
図

書
館
の
本
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
も

し
、
あ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
遅
く
な

っ
て
て
も
か
ま
わ
な
い
の
で
返
し
に

き
て
く
だ
さ
い
。
パ
ソ
コ
ン
で
処
理

し
て
い
る
の
で
、
貸
出
中
の
記
録
は

消
え
ま
せ
ん
。
な
く
し
た
場
合
は
紛

失
届
け
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
場

合
に
よ
っ
て
は
、
弁
済
を
お
願
い
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。） 

　
み
ん
な
の
本
で
す
。
ど
う
か
、
大

切
に
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。 

図
書
館
か
ら
の
お
願
い

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

机からの風景
～コスモス文庫より～

○
開
館
時
間 

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

○
休
館
日
　
月
・
祝
日 

○
貸
出 

　
ひ
と
り
５
冊
ま
で
、 

　
２
週
間 

　
　
20
―
１
５
３
３ 

　　　　　　　　８月末現在 

　　　　　　　　（前月比） 
世帯数　　 2,422 （－４） 
人　口　　 6,214人 （－６） 
　　　　男 2,953人 （－５） 
　　　　女 3,261人 （－１） 
 
　　  　　１～８月分（８月） 
人身事故 21件 （４件） 
死　　者 ０名 （０名） 
傷　　者 29名 （10名） 
 

　
今
年
は
異
常
気
象
の
よ
う
で
台
風
や

大
雨
に
よ
る
被
害
も
少
な
く
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
起
き

た
と
き
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
、
慌
て
て
、
周
囲
の
こ
と
が
見

え
ず
、
気
づ
か
ず
、
で
き
る
こ
と
も
で

き
な
い
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
不

測
の
事
態
に
備
え
た
準
備
を
し
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。 

図書館利用案内


